
東
日
本
大
震
災
か
ら
約
５
カ
月
後
の
２
０
１
１

年
８
月
１
日
、
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
は
、
福
島
県
会

津
若
松
市
内
に
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
福
島
を
開
設
し
た
。
地
方
都
市
に

共
通
す
る
課
題
で
あ
る
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の

付
加
価
値
産
業
の
振
興
に
よ
る
雇
用
創
出
を
実
現

す
る
に
あ
た
り
、
会
津
若
松
市
の
人
口
約
１２
万
人

規
模
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
心
地
、
歴
史

深
い
観
光
地
、
医
療
機
関
の
集
積
、
質
の
高
い
農

業
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）専
門
単
科
大
学
で

あ
る
会
津
大
学
と
い
っ
た
特
長
は
、
デ
ジ
タ
ル
や

ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
活
用
す
る
十
分
な
条
件
が
そ

ろ
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
福
島
県
双
葉
郡
大
熊
町

か
ら
の
全
町
避
難
先
で
も
あ
り
、
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
つ
い
て
日
々
話
し
合
え
る
環
境
で
も

あ
っ
た
。

８
領
域
横
断
の
デ
ー
タ
連
携
基
盤
を
整
備

２
０
１
１
年
は
、
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
に
と
っ
て

日
本
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
し
て
５０
年
の
節
目
の
年

で
あ
っ
た
。
日
本
の
社
会
課
題
解
決
に
貢
献
し
よ

う
と
計
画
を
始
め
て
い
た
矢
先
の
震
災
で
あ
り
、

当
初
震
災
復
興
か
ら
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

そ
の
後
、
地
方
創
生
、Society

5.0

、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）と
い
っ
た
日
本
全
体
、

世
界
レ
ベ
ル
の
テ
ー
マ
を
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
素
に
取
り
込
み
実
施
し
て
き
た
。

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
と
は
も
と
も
と
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
の
効
率
化
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
な
ど
、
特
定
領
域
の
取
り
組
み
を
指
す
こ

と
が
多
か
っ
た
が
、
会
津
若
松
市
の
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
は
そ
う
で
は
な
い
。
都
市
経
営
を
網
羅
し
た

８
領
域（
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
観
光
・
医
療
・
教
育
・

農
業
・
金
融
・
製
造
・
移
動
手
段
）横
断
で
デ
ー

タ
を
連
携
す
る
基
盤
を
整
備
し
、
地
域
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
社
会
の
実
現
、
加
え
て
ス

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
会
津
若
松
の
実
現中

村
彰
二
朗

な
か
む
ら

し
ょ
う
じ
ろ
う

ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
福
島
セ
ン
タ
ー
長
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マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・
デ
ー
タ
関
連

産
業
の
機
能
移
転
と
起
業
に
よ

る
地
方
創
生
を
目
的
と
し
て
い

る
の
が
そ
の
特
長
だ
。
さ
ら
に
、

人
口
が
日
本
の
１
０
０
０
分
の

１
規
模
で
あ
る
会
津
若
松
市
を

ミ
ニ
ジ
ャ
パ
ン
と
見
立
て
、
デ

ジ
タ
ル
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
と
位

置
付
け
る
こ
と
で
、
超
少
子
高

齢
社
会
を
乗
り
越
え
、
首
都
圏

一
極
集
中
の
緩
和
、
地
域
産
業

の
低
生
産
性
解
消
と
い
っ
た
重

要
テ
ー
マ
に
も
挑
ん
で
い
る
。

地
域
の
産
学
官
が

連
携
し
た

「
地
域
主
導
型
」
組
織
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

２
０
１
１
年
１２
月
に
ア
ク
セ

ン
チ
ュ
ア
が
会
津
若
松
市
へ
提

言
し
た
復
興
計
画
で
は
、
現
状

を
分
析（A

s-Is

）し
、
デ
ー
タ

集
積
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
実

現
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
と
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
を
ま
た
ぐ
メ
デ
ィ
コ
ン
バ
レ
ー
を
参
照
モ

デ
ル
と
し
て
、
目
指
す
姿（T

o-B
e

）を
決
め
た
。

そ
の
後
、
そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
３０
も
の
Ｐ
ｏ

Ｃ（P
roof

of
C
oncept：

概
念
実
証
）プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
実
施
し
、
検
証
内
容
を
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
会
津
若
松
モ
デ
ル
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

ま
と
め
た
モ
デ
ル
は
政
府
・
関
係
省
庁
へ
提
言
と

し
て
提
出
し
、
２
０
１
４
年
度
の
地
域
活
性
化
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
内
閣
府
か
ら
認
定
を
受
け
た

う
え
で
、
同
じ
方
向
性
を
共
有
で
き
る
企
業
に
広

く
公
開
し
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
関
連
企
業
の
誘
致

へ
と
つ
な
げ
た
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
事
業
を
推
進
す
る
体
制
モ
デ
ル

と
し
て
は
、
米
国
の
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ（G

oogle

、A
pple

、

F
acebook

、A
m
azon

）や
中
国
の
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｈ（
バ

イ
ド
ゥ
、
ア
リ
バ
バ
、
テ
ン
セ
ン
ト
、
フ
ァ
ー
ウ

ェ
イ
）の
よ
う
な
「
企
業
主
導
型
」
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
中
心
と
し
た
地
域
の
産
学
官
が
連
携
し
た

「
地
域
主
導
型
」
が
あ
る
が
、
会
津
地
域
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
推
進
協
議
会
で
は
、
会
津
若
松
市
が
提

携
し
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
モ
デ
ル
を
参
考
と
し
て
、

会
津
若
松
市
、
会
津
大
学
、
地
元
企
業
、
移
転
企

業
に
よ
る
「
地
域
主
導
型
」
組
織
が
運
営
し
て
お

図表 Smart City 5.0

地域における中小製
造業の面的ICT/IoT
化に取り組みコネク
テッドインダストリー
を推進

首長のコミットメント・市議会の理解・産学官連携体制

出所：アクセンチュア作成

IoT農業推進による
生産性向上、生産量
と質の確保、若手の
雇用確保

事業成果を他地域へ展展開開

FIWARE/X-ROAD

AI/RPA・ディープラーニング

チャット・ロボット

スマートリゾートシ
ティに向けたマスタ
ープラン整備。デジタ
ルDMOを活用した
デジタル観光の
推進

APIエコノミー・オープンイノベーション

オープン・パーソナル・ビッグデータプラットフォーム
情報信託／PDS

地地域域でで
実実践践

地産地消の地域エネ
ルギー（電力＋都市
ガス）マネージメン
ト事業の推進

多種多様なデータを収集・蓄積

AI/音声認識自動入力
カルテによる医師の
効率改善、患者へのデ
ータ分析FBによる予
防医療へのシフト

小中高のデータ連携
による個々に合った
ラーニングサービス
の提供。遠隔教育に
よる教員働き方改革

地地域域
雇雇用用

地域一体となったID
決済による地域共通
キャッシュレス基盤
整備。購買データの
地域でのデータ活用

実データを活用した人材育成

セキュリティー講座

アナリティクス講座

サイバー演習

市街地・郊外・山間過
疎地域を連携させ、
抜本的に今後のモビ
リティのあり方を見
直し実証

都市のデジタルトランスフォーメーション
―スマートシティの現状と展望
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り
、
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
も
そ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、

多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
き
た
。

生
活
を
便
利
に
す
る
デ
ー
タ
活
用
で

市
民
参
加
率
を
向
上
さ
せ
る

「
会
津
若
松
＋
」

実
証
検
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
明
確
な
効
果

が
出
て
き
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
Ｄ
Ｍ
Ｏ（D

estina-

tion
M
anagem

ent
O
rganization

）の
取
り
組

み
に
よ
り
２
０
１
８
年
に
外
国
人
宿
泊
者
数
が
２

０
１
５
年
比
５
・
３
倍
に
増
加
し
、
省
エ
ネ
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
見
え
る
化
で
は

最
大
２７
％
の
削
減
効
果
が
あ
っ
た
。
市
民
向
け
デ

ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
「
会
津
若
松
＋（
プ
ラ
ス
）」
は
、
市
民
の
属
性

や
嗜
好
を
基
に
個
別
化
さ
れ
た
情
報
が
提
供
さ
れ

る
仕
組
み
が
評
価
さ
れ
、
市
民
の
約
２０
％
が
利
用

す
る
よ
う
に
な
っ
た（
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
調
べ
。

Ｉ
Ｄ
登
録
者
お
よ
び
月
に
複
数
回
利
用
し
て
い
る

ユ
ー
ザ
ー
）。
な
か
で
も
利
用
率
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
は
、
妊
婦
の
方
へ
の
情
報
提
供
「
母
子

健
康
サ
ー
ビ
ス
」、
学
校
と
家
庭
を
つ
な
ぐ
「
あ

い
づ
っ
こ
＋（
プ
ラ
ス
）」、
近
隣
の
除
雪
車
運
行

情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
わ
か
る
「
除
雪
車
ナ

ビ
」、
２４
時
間
３
６
５
日
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
問
い

合
わ
せ
が
可
能
な
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
「
マ

ッ
シ
ュ
く
ん
」
な
ど
、
市
民
生
活
に
直
結
し
た
も

の
ば
か
り
だ
。
高
い
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
維
持
す

る
こ
と
で
、
市
民
自
ら
の
参
加
率
を
上
げ
、
市
民

の
意
思
で
デ
ー
タ
を
地
域
や
産
業
の
発
展
の
た
め

に
活
用
す
る
モ
デ
ル（
オ
プ
ト
イ
ン
）を
実
現
し
て

い
る
。

会
津
若
松
市
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み

は
、
産
業
誘
致
政
策
と
も
連
携
し
て
お
り
、
ア
ク

セ
ン
チ
ュ
ア
以
外
に
も
国
内
外
企
業
や
地
元
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
企
業
の
集
積

を
目
的
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
オ
フ
ィ
ス
「
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
Ａ
ｉ
Ｃ
Ｔ
」
が
２
０
１
９
年
４
月
に
完
成
し

た
。
こ
の
オ
フ
ィ
ス
は
首
都
圏
か
ら
の
転
入
を
増

や
し
、
会
津
大
学
卒
業
生
な
ど
の
地
元
定
着
を
図

る
こ
と
で
転
出
を
減
ら
し
、
人
口
の
社
会
動
態
を

プ
ラ
ス
に
転
じ
さ
せ
る
こ
と
で
、
首
都
圏
一
極
集

中
を
緩
和
さ
せ
る
地
方
創
生
モ
デ
ル
と
も
な
っ
て

い
る
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
Ａ
ｉ
Ｃ
Ｔ
の
完
成
で
い

わ
ゆ
る
「
０
か
ら
１
」
は
達
成
で
き
た
と
い
え
よ

う
。
今
後
は
、
移
転
し
た
企
業
と
地
域
産
業
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
や
、
会

津
若
松
市
で
の
成
果
を
国
内
に
広
げ
る
た
め
の

「
１
か
ら
１０
」
へ
の
活
動
へ
と
移
行
す
る
こ
と
に

な
る
。

デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
に
よ
る

社
会
課
題
の
解
決

政
府
は
、
国
内
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
の

標
準
化
を
図
り
、
こ
れ
を
世
界
に
展
開
し
て
い
く

こ
と
を
見
据
え
て
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
参
照
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
の
構
築
と
普
及
を
推
進
し
て
い
る

（
Ｓ
Ｉ
Ｐ：

戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ

グ
ラ
ム
）。
多
く
の
地
域
が
参
加
す
る
こ
と
で
、

日
本
で
初
め
て
地
域
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が

実
現
し
、
低
コ
ス
ト
で
優
良
な
サ
ー
ビ
ス
を
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
に
普
及
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
国
民
は

ど
こ
に
い
て
も
同
等
の
レ
ベ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
長
年
課
題
と
さ
れ
て

き
た
観
光
や
防
災
の
広
域
連
携
や
、
地
域
に
蓄
積

さ
れ
た
デ
ー
タ
の
ク
ロ
ス
分
析
に
よ
る
地
域
経
営

の
大
幅
見
直
し
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
に
よ
る

社
会
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。
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